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・Norberto Muniz Martinez（2012）’City marketing and place branding: A critical 
review of practice and academic research’.『Journal of Town ＆ City Management』











　「http://www. sangyo-rodo. metro. tokyo. jp/monthly/chusho/shotengaijitaichosaH22.
pdf」
・向島橘銀座商店街協同組合『キラキラ橘商店街』参照日時2014年１月18日
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〔抄　録〕
本稿では，2013年９月に本大学大学院と墨田区商店街連合会が産学連携協力協定を締結
したことから，こうした連携が商店街の活性化や再生にどのような作用を与えるか注目し
た。東京都の商店街は，「東京都商店街実態調査報告書」によれば，商店街の数が年々減
少し，各商店街の衰退に歯止めが利かない状態にある。また，空き店舗対策については，
大部分の商店街が対策を行っておらず，手がつけられない状態もしくは放置された状態で
あることがわかった。そこで，事例研究において，商店街内の組織力に問題はあるが，積
極的に空き店舗対策を実施している「鳩の街通り商店街」と比較的商店街内の組織力があ
り，イベントなどを商店主が協力して行っている「キラキラ橘商店街」に，実際に商店街
の取り組みに企画会議の段階から参加し，イベントを通して商店街の状況や今後の取り組
みや課題，そして再生のマーケティングについて議論を重ねてきた。こうした取り組みは，
商店街や本学学生にとっても良い刺激になり，商店街の新たな魅力を生み出す契機になる
と考える。
